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栃
幼
連
・
栃
幼
Ｐ
連
共
催
の
下
、
十
月

十
二
日
（
土
）
か
ら
二
十
六
日
（
土
）
の
二

週
間
に
わ
た
り
、
県
内
の
多
く
の
幼
稚
園
で

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、

地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

年
は
、近
年
に
な
い
台
風
の
多
い
年
と
な
り
、

十
月
に
入
っ
て
か
ら
の
一
ヵ
月
立
て
続
け
に

発
生
し
、
毎
週
の
よ
う
に
日
本
に
接
近
し
た

り
前
線
の
影
響
で
大
雨
に
な
っ
た
り
で
、
こ

の
期
間
内
で
の
実
施
が
難
し
か
っ
た
園
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

実
施
園
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
公
共
施
設

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
・
吸
い
殻
・
食
べ
物

の
包
装
等
の
ゴ
ミ
や
落
ち
葉
清
掃
な
ど
の
環

境
美
化
に
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流

し
、
幼
児
期
か
ら
地
域
を
愛
す
る
心
・
奉
仕

の
心
を
育
み
環
境
や
公
共
心
を
考
え
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
筈
で
す
。

　

昔
の
言
葉
に
「
隣
の
三
尺
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
昔
は
朝
早
く
玄
関
先
の
掃
除
を

し
て
清
々
し
い
一
日
の
始
ま
り
と
し
、
そ
の

際
、
自
分
の
家
の
前
だ
け
で
な
く
、
隣
の
家

の
前
も
三
尺
（
約
九
十
セ
ン
チ
）
ぐ
ら
い
踏

み
込
ん
で
掃
き
ま
す
。
勿
論
、
隣
の
人
も
我

が
家
の
前
の
三
尺
ぐ
ら
い
掃
い
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
が
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
て
お
り
、

向
う
三
軒
両
隣
と
の
付
き
合
い
方
、
気
配
り

の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
隣
の
三
尺
」

は
、
現
代
で
は
殆
ど
死
語
化
し
て
い
る
古
い

言
葉
で
す
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
幼
少
の
時
期
か
ら
芽
生
え
さ
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
、
毎
日
「
隣
の
三
尺
」
の
気

持
ち
を
も
っ
て
自
宅
前
か
ら
親
子
一
緒
に
清

掃
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
、
も
っ
と
身
近
な

所
か
ら
「
公
共
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。（
総
務
委
員
長  

平
野  

章
雄
）

の
栃
木
県

ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

平
成
二
十
五
年
十
月
十
二
日
㈯
〜
二
十
六
日
㈯

第 20 回

各
園
の
取
り
組
み

各
園
の
取
り
組
み

 

芳
賀
地
区 

真
岡
杉
の
子
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
一
日
（
月
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
の
道
路

　
　
　
　

西
の
台
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

百
四
十
九
名

 

宇
都
宮
地
区  

中
鶴
田
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
八
日
（
金
）

場　

所　

園
庭
集
合
、
園
周
辺

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者　

八
十
八
名

清掃後きれいになった公園内で遊
び地域美化の意義を実感した。

園での触れ合い遊びの
後、園周辺のゴミ拾い・
ゴミ仕分けを行った。



115号

02

  
足
利
地
区 

足
利
い
ず
み
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
七
日
（
木
）

場　

所　

秋
葉
神
社

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

七
十
三
名

  

栃
木
地
区 

や
す
づ
か
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
八
日
（
月
）

場　

所　

幼
稚
園
周
辺
道
路

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　
　
　
　
　

百
五
十
二
名

  

塩
谷
地
区 

烏
山
み
ど
り
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
三
日
（
水
）

場　

所　

ポ
ッ
ポ
農
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員　

五
十
三
名

  

小
山
地
区 
み
の
り
幼
稚
園

期　

日　

十
月
七
日
（
月
）

場　

所　

穂
積
グ
ラ
ン
ド

参
加
人
数　
園
児
・
教
職
員　

三
百
名

  

那
須
地
区 

聖
家
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
二
日
（
火
）　

場　

所　

園
か
ら
防
災
公
園
ま
で
の
通
り

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

九
十
一
名

年長児（約70名）が近所の秋葉神社
のゴミや落ち葉のお掃除を行った。

ゴミ拾いを行った。（タバコの吸
い殻、空き缶が多かった。）

県立鹿沼東高校生と一緒に、幼
稚園付近の国道のゴミや空き缶
等を拾った。

園外保育に出かけたポッポ農園
の広場と駐車場付近を歩きゴミ
を拾った。

いつも利用している観音山公園を、
感謝の気持ちで清掃した。

行事等で使用するグランドのゴミ拾
い清掃及び落ち葉拾いを行った。

今年は夏が長引き秋の訪れが遅く思っ
たほど落ち葉はなかった。偶然、神社
の秋祭りの前日であったため関係者の
方からお礼を言われ、子どもたちは嬉
しそうに掃除を楽しんでいた。

通行中、カンやビン、たばこの吸い殻を見
つける子どもたち。公園内は大変きれいに
なっており、公共の場をきれいにしてくだ
さる方がいることを知っただけでも大きな
意味があったと思う。

  

日
光
地
区 

清
滝
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
五
日
（
火
）

場　

所　
ア
ル
ミ
前
清
滝
神
社
・
児
童
公
園
・

社
宅
の
周
り
・
安
良
沢
児
童
公
園
・
神
社
・

中
学
校
下
久
次
良
児
童
公
園
・
久
次
良
神
社

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

五
十
七
名

  

鹿
沼
地
区 

仁
神
堂
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
四
日
（
木
）

場　

所　

国
道
二
九
三
号
沿
線

参
加
人
数　

園
児
・
高
校
生
・
教
職
員

　

百
三
十
七
名

  

佐
野
地
区 

洗
心
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
八
日
（
月
）

場　

所　

観
音
山
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

二
百
八
十
名



115号

03

  

平
成
二
十
五
年
度　

第
二
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　

平
成
二
十
五
年
九
月
六
日（
金
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
四
十
二
名

テ
ー
マ　
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し
も
う
」

講
師　

紙
ひ
こ
ー
き  
森
山　

文
男 

氏

森
山
恵
美
子 

氏

　

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
光
る
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
か
ら
始
ま
り
、ギ
タ
ー

の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

次
々
と
進
み
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
や
お
話
が

紹
介
さ
れ
た
。
声

色
を
変
え
た
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌

に
合
わ
せ
て
見
せ

る
こ
と
で
、
テ
ン

ポ
よ
く
、
聞
き
手

も
集
中
し
て
見
や

す
い
こ
と
を
子
ど

も
の
立
場
に
な
っ

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
お
も
ち
ゃ

の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
な
ど
よ
く
知
っ
て
い

る
歌
も
、
光
る
し
か
け
で
紹
介
さ
れ
る
と

引
き
込
ま
れ
、
覚
え
や
す
い
こ
と
を
実
感

し
た
。

　

後
半
は
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
プ
ロ

ペ
ラ
が
回
る
し
か

け
を
実
際
に
自
分

で
作
っ
て
試
し
て

み
た
。
滑
車
を
使

う
と
、
花
や
太
陽
、

時
計
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
回
す

こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
と
違
っ
た
雰
囲
気

の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が
で
き
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
演
じ
方
の
ひ
と
工
夫
や
、
聞
き
手

を
ひ
き
つ
け
る
話
し
方
を
学
び
、さ
ら
に
、

子
ど
も
が
驚
き
、
喜
ぶ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学

ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

  

栃
幼
連　

設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
五
年
九
月
十
一
日（
水
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

百
四
十
七
名

内
容　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　

  

に
つ
い
て
」

講
師

　

文
部
科
学
省  

幼
児
教
育
課  

専
門
官   

　
内
閣
府
参
事
官（
少
子
化
対
策
担
当
）付

　

参
事
官
補
佐　

相
原　

康
人 

氏

主
な
ポ
イ
ン
ト

①
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保

育
所
を
通
じ
た
共
通
の
給
付
（「
施
設

型
給
付
」）
及
び
小
規
模
保
育
等
へ
の

給
付
（「
地
域
型
給
付
」）
の
創
設
。

②
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
改
善
（
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
改
善
等
）。

③
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
（
利
用
者
支
援
、
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
「
地
域
型
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
」）
の
充
実
。

④
市
町
村
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
計

画
を
策
定
、
給

付
、
事
業
を
実

施
。

⑤
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
、

国
及
び
地
方
の

恒
久
財
源
の
確

保
を
前
提
。

⑥
制
度
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
政
府
の
推
進

体
制
を
整
備
。

⑦
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
。

⑧
早
け
れ
ば
平
成
二
十
七
年
度
を
目
途
に

新
制
度
の
施
行
を
想
定
。

  

子
ど
も 

子
育
て
支
援
新
制
度
を
踏
ま
え
た

  

研
修
会

期
日　
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
四
日（
火
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

八
十
八
名

　

認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
会
の

主
催
し
た
こ
の
研
修
会
は
中
山
委

員
長
の
司
会
に
よ
り
①
子
ど
も
…

保
育
の
あ
り
方　

②
保
育
者
…
職
員
に
関

す
る
事　

③
保
護
者
…
地
域
と
の
関
わ
り  

④
行
政
と
の
関
わ
り　

と
い
う
四
つ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
情
報
交
換
と
質
疑
が
行

わ
れ
た
。

　

県
内
の
こ
ど

も
園
二
十
園
中

十
四
園
の
先
生

方
か
ら
、
各
園

の
現
状
と
考
え

方
を
発
表
し
て

い
た
だ
い
た
あ

と
、
幼
稚
園
側

と
し
て
参
加
し

た
先
生
方
か
ら

の
様
々
な
質
問

が
な
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換

が
時
間
い
っ
ぱ

い
交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の

幼
稚
園
を
考
え

る
上
で
大
い
に

参
考
と
な
っ
た
。

  

平
成
二
十
五
年
度 

第
二
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日（
金
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

百
五
十
五
名

内
容　
「
フ
レ
ー
ベ
ル
の
教
育
思
想
に
学
ぶ
」

　
　
　
　

 

〜
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法

　
　
　
　

 

と
の
関
連
に
お
い
て
〜

講
師　

玉
川
大
学　

名
誉
教
授

　

石
橋　

哲
成 

先
生

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」

と
は
、
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い

て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
に
、
幼
児
期
の
教
育
・
保

育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。「
保

護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責

任
を
有
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
が

変
わ
り
、
制
度
が
変

わ
っ
て
も
、
保
育
の

基
本
と
し
て
変
わ
っ

て
は
い
け
な
い
。「
子

育
て
」
は
親
が
主
と

し
て
行
う
も
の
で
あ

り
、
そ
の
手
助
け
を

側
面
あ
る
い
は
背
後
か
ら
す
る
の
が
幼
稚

園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
子
育
て

支
援
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
フ
レ
ー
ベ
ル
と
い
う
人
物
が
幼

児
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、実
践
し
て
、

さ
ら
に
改
革
し
て
い
っ

た
の
か
、
恩
物
や
キ
ン

ダ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
創
設

な
ど
、
幼
稚
園
の
基
礎

と
な
る
部
分
を
フ
レ
ー

ベ
ル
の
生
涯
を
振
り
返

り
な
が
ら
知
る
こ
と
が

で
き
た
。



115号

04

  
第
二
十
九
回
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

  
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　
十
月
二
十
一
日（
月
）〜
二
十
二
日（
火
）

会
場　
北
海
道
・
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加　
約
六
百
名（
う
ち
栃
幼
連
か
ら
は
九
名
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ　

　
「
明
日
に
向
け
て
私
立
幼
稚
園
の
振
興
を

　

  

考
え
る
」

《
一
日
目
》

●
記
念
講
演
「
伝
え
る
の
は
命
の
輝
き
」

　
　

講
師　

旭
山
動
物
園
長
・
獣
医
師　

　

坂
東　
　

元 

氏

●
行
政
報
告

　
「
私
立
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

　
　

講
師　

文
科
省
初
等
中
等
教
育
局　

　
　
　
　
　

教
育
課
長   

蝦
名　

喜
之 

氏

《
二
日
目
》

●
研
究
講
座

　
（
参
加
者
が
左
記
か
ら
一
講
座
選
択
）

・
教
育
「
新
制

度
に
お
け
る

幼
児
教
育
の

質
に
つ
い
て

考
え
る
」

・
振
興
「
こ
れ

か
ら
の
私
立

幼
稚
園
の
振

興
活
動
を
考

え
る
」　

　

〜
地
方
版
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
の
状
況
報
告
を

通
し
て
〜

・
経
営
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
か
ら
見
た
無
償
化
に
つ
い
て
」

・
認
定
こ
ど
も
園
「
新
制
度
に
お
け
る

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
保
連
携
型
に
つ

い
て
」

  

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

  

公
開
保
育
研
究
会

期
日　
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日（
火
）

会
場　
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加　

九
十
名

　

平
成
二
十
五
年
度
公
開
保
育
研

究
会
が
県
内
外
か
ら
九
十
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は「
豊

か
な
暮
ら
し
を
創

造
す
る
幼
稚
園
の

環
境
〜
場
や
空
間

を
活
か
し
て
〜
」

と
い
う
主
題
を
掲

げ
、
午
前
は
公
開

保
育
と
保
育
研
究
、

午
後
は
保
育
研
究

発
表
と
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
公
開
保
育
で
は

各
学
年
と
も
”適
切
な
環
境
“づ
く
り
が

深
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ね
ら
い
に
沿
っ

た
保
育
者
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
午
後
の
分
科
会
は
大

森
玲
子
准
教
授
（
宇
大
）、
桂
木
奈
巳
専

任
講
師
（
共
和
大
）、

柿
沼
友
岐
氏
（
県
レ

ク
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

を
講
師
に
招
き
、
教

育
・
保
育
の
質
が
求

め
ら
れ
る
中
で
、
内

容
の
濃
い
学
び
の
多

い
分
科
会
と
な
っ
た
。

  

平
成
二
十
五
年
度　

第
三
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
三
日（
水
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
宇
都
宮
市
）

参
加　

百
四
十
名

テ
ー
マ　
「
あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
！
」

講
師　

澤
田　

誠 

氏

　

講
師
の

素
敵
な
話

術
に
い
つ

の
間
に
か
引
き
込

ま
れ
て
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
に
釘
付

け
に
な
っ
た
ひ

と
時
。
小
さ
な
驚

き
の
連
続
が
興
味

と
期
待
を
膨
ら
ま

し
、
夢
中
で
見
て
い
る
受
講
者
の
楽
し
さ

と
感
動
に
つ
な
が
っ
て
、
会
場
に
は
歓
声

が
起
こ
っ
て
い
た
。

　

見
て
楽
し
ん
だ
後
は
、
自
分
た
ち
が
や

る
側
に
な
っ
て
早
速
実
践
。
割
り
箸
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
身
近

に
あ
る
素
材
を
使
っ
て
で
き
る
、
手
軽
な

マ
ジ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん
教
わ
っ
た
。
新
聞

紙
や
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
園
に
あ
る
も
の
で

す
ぐ
に
で
き
る
マ

ジ
ッ
ク
も
多
く
、
子

ど
も
た
ち
の
驚
く

顔
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
お
互
い
に

や
っ
て
見
せ
た
り

メ
モ
を
と
っ
た
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
た
。

  
栃
幼
連　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

百
九
十
八
名

（
幼
稚
園
百
六
十
五
名
、
行
政
三
十
三
名
）

テ
ー
マ　
『
新
制
度
に
関
す
る
最
新
情
報
と

　
　
　
　

 

私
立
幼
稚
園
の
課
題
』

講
師　

　

㈲
遊
育　

代
表
取
締
役

　

㈱
保
育
シ
ス
テ
ム
研
究
所　

代
表
取
締
役

吉
田　

正
幸 

氏

　

新
制
度
は
年
内
に
暫
定
単
価
以

外
が
ほ
ぼ
ま
と
ま
る
予
定
。
自
治

体
は
六
月
議
会
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

暫
定
単
価
は
五
月

の
連
休
前
に
示
さ
れ

る
と
予
想
。
私
立
幼

稚
園
は
九
月
の
園
児

募
集
前
に
選
択
先
を

最
終
決
定
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

施
設
型
給
付
と
保
護
者
負
担
を
足
し
た

額
が
公
定
価
格
と
な
る
。
保
育
認
定
制
度

に
よ
り
需
要
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
新
制
度
を
整
備
。

　

新
認
定
子
ど
も
園
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
四
つ
の
類
型
す
べ
て
に
施
設
型
給
付

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
。
施
設
規
模
は
利
用

定
員
で
考
え
る
こ
と
と
な
り
認
可
定
員
は

意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。

　

よ
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
園
以
外
は
認
定
子

ど
も
園
に
移
行
し
な
け
れ
ば
二
十
年
先
は

か
な
り
厳
し
く
な
る
。
移
行
は
数
年
後
に

実
際
の
需
要
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
か

ら
で
は
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

公
定
価
格
は
基
礎
額

と
上
積
み
額
の
二
階
建

て
に
な
る
が
、
い
ろ
い

ろ
な
要
素
が
積
み
上
げ

ら
れ
て
単
価
が
決
ま

る
。
保
育
の
質
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
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国
道
を
抜

け
南
三
陸
町

の
海
辺
に
出

る
頃
、
周
辺

に
空
き
地
が

目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
草
の
茂

る
そ
の

間

に
は
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
基
礎
の
よ
う
な
残
骸
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
所
ま
で
津
波
の

被
害
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
私
の
疑
問

は
、
視
界
が
開
け
て
確
信
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
生
活
を
営
む
人
々
の
活
気
溢

れ
る
街
並
み
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
は
想

像
も
で
き
な
い
よ
う
な
殺
風
景
な
風
景

な
中
に
、
物
々
し
く
も
重
機
だ
け
が
行

き
交
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
台
に
あ
る
中
学
校
（
今
は
廃
校
に

な
っ
て
い
て
、
敷
地
内
に
は
仮
設
住
宅

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
）
で
バ
ス
を
降

り
、
語
り
部
さ
ん
の
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
く
に
見
え
る
海

面
か
ら
今
自
分
が
立
っ
て
い
る
こ
の
場

所
ま
で
津
波
が
襲
い
、
尊
い
命
が
奪
わ

れ
た
と
い
う
現
実
は
、
津
波
の
脅
威
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
な
い
私
た

ち
に
は
信
じ

が
た
い
も
の

で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
河

口
か
ら
五
キ

ロ
も
離
れ
た

新
北
上
川
の

ほ
と
り
に
あ

る
大
川
小
学

校
で
は
、
校
舎
が
無
残
に
破
壊
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
の
中
を
は
し
る
金

属
が
獣
の
爪
の
よ
う
に
露
出
し
て
い
ま

し
た
。
非
日
常
的
な
風
景
の
中
に
、
献

花
に
訪
れ
る
家
族
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

も
し
、
津
波
の
襲
来
に
自
分
が
直
面
し

て
い
た
ら
、
教
師
と
し
て
そ
の
場
で
い
っ

た
い
何
が
で
き
た
の
か
と
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
視
察
を
通
し
て
、
私
が
伝

え
た
い
の
は
、
肌
で
感
じ
た
被
災
地
の

リ
ア
ル
で
す
。
自
然
の
猛
威
と
、
今
あ

る
日
常
が
あ

る
瞬
間
か
ら

失
わ
れ
て
い

く
現
実
が
あ

る
こ
と
。
教

師
と
し
て
今

自
分
に
何
が

で
き
る
の
か
、

深
く
考
え
る

機
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
四
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
報
告

全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

小
倉

庸
寛

栃
幼
連 

教
研
委
員
会 

副
委
員
長

　

八
月
二
十
三
、二
十
四
日
、
福
岡
市
で
全

日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
主
催

に
よ
り
、
第
四
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
が
開

催
さ
れ
た
。全
国
か
ら
約
六
百
名
が
参
加
し
、

記
念
講
演
や
基
調
講
演
、
口
頭
発
表
・
公
開

討
論
が
行
わ
れ
た
。
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
活
発
な

意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、
参
加
者

の
「
質
の
向
上
」
へ
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ

る
学
会
で
あ
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
の

佐
々
木
正
美
教
授
が
、「
人
間
関
係
に
喜
び

を
感
じ
る
子
ど
も
」
と
題
し
、
先
生
自
身
の

研
究
や
幼
稚
園
な
ど
で
の
観
察
、
個
人
で

行
っ
て
い
る
精
神
心
理
相
談
教
室
で
の
経
験

に
基
づ
き
、
近
年
の
子
ど
も
の
不
安
な
行
動

や
心
の
動
き
を
丁
寧
に
お
話
し
さ
れ
、
幼
稚

園
教
諭
に
求
め
る
心
構
え
、
そ
の
重
要
性
を

学
ん
だ
。

　

次
に
、
基
調
講
演
と
し
て
、
同
機
構
の
田

中
雅
道
理
事
長
が
、「
保
育
の
質
と
縦
断
研

究
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
今
年
度
、
同
機

構
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
砂
場
」
を
あ
げ
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
認

可
基
準
が
議
論
さ
れ

る
中
で
、
園
庭
の
意

味
が
重
視
さ
れ
て
い

な
い
点
を
問
題
視
し

て
お
り
、「
子
ど
も

の
遊
び
場
を
保
証
し

な
い
で
、
面
積
だ
け

を
守
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
、
子
ど

も
の
学
び
を
保
証
で

き
な
い
。
よ
っ
て
そ

の
証
明
と
し
て
砂
場

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
」
と
力
強
い
主
張

が
な
さ
れ
た
。ま
た
、

保
育
の
外
部
公
開

（
公
開
保
育
）
の
必

要
性
と
そ
れ
に
伴
っ

た
幼
稚
園
教
育
の
良

さ
が
正
当
に
評
価
さ

れ
る
第
三
者
評
価
を

提
案
し
て
い
る
旨
が

説
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
企
画
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
若

い
保
育
者
を
育
て
る

保
育
評
価
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
写
真
を
基
に

お
こ
な
う
保
育
の
評
価
方
法
「
Ｐペ

ム

ク

Ｅ
Ｍ
Ｑ
」

を
実
際
に
行
っ
た
保
育
者
の
口
頭
発
表
の

後
、
そ
の
視
点
に
つ
い
て
東
京
大
学
大
学
院

秋
田
喜
代
美
教
授
、
西
南
学
院
大
学
門
田
理

世
教
授
、
同
機
構
研
究
研
修
副
委
員
長
黒
田

秀
樹
氏
、
実
践
者
を
交
え
た
討
論
が
行
わ
れ

た
。「
Ｐペ

ム

ク

Ｅ
Ｍ
Ｑ
」
と
い
う
新
し
い
評
価
方

法
は
、
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
が
、
若
い
保

育
者
で
も
自
分
の
保
育
を
考
え
、
語
れ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
を
視
点
に
し
て
お
り
、
保

育
室
の
写
真
を
自
分
で
撮
影
し
、
そ
の
写
真

か
ら
保
育
を
読
み
取
り
、
子
ど
も
の
活
動
を

想
像
し
、
先
を
語
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
学
ん
で
い
く
。
皆
で
保
育
の
質
を
高
め
合

う
た
め
の
研
修
研
究
技
法
だ
と
い
う
こ
と
。

口
頭
発
表
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
実
践
者

が
「
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」「
自
信
が
も
て

る
、
や
る
気
に
な
る
」
な
ど
の
よ
い
反
応
で

あ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

被
災
地
視
察
か
ら

被
災
地
視
察
か
ら

被
災
地
視
察
か
ら

宇
大
附
属
幼
稚
園

髙
根
沢

伸
友
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項

概 要

現 行 要 望 額

１．予算に関する要望

２．政策に関する要望
１、安心して子育てができる施策
　①教育費の負担軽減
　　・満３歳児教育の条件整備
　　・第３子以降（単独入園）に対する保育料減免
　②女性の社会進出等に対応した預かり保育の
　　条件整備
　③子ども・子育て支援新制度への対応促進

２、地域に根ざし、開かれた幼稚園を支援する施策
　①子育て支援事業の推進
・子どもの｢遊び場｣としての開放事業
・未就園児親子教室事業
・放課後児童クラブ事業
・地域の子育て支援に関する情報提供、紹介
　事業
・幼児教育に関する各種講座開催事業

３、ゆたかな教育の振興
①教職員の資質向上
②チーム保育の条件整備
③しなやかに生きる力・心を育む教育の推進
④施設整備の充実
⑤小・中・高を対象にした交流
⑥幼・保・小連携の推進
⑦特別支援教育の充実

継続

継続

新規

総額　5,576,341千円
園児一人当り
178,500円

総額　22,287千円
園児一人当り
39,100円

総額　18,754千円
園児一人当り

55,816円×336人

総額　54,896千円
（保育料の1/2減免）

総額　5,834,214千円
園児一人当り

196,273円×29,725人

国庫補助  22,800円
地方交付税 150,900円
県  補  助 4,800円

平成26年度要望
　　　　　　  42.3％
　　　（目標は50％）

 平 成 2 6 年 度  予 算 要 望 書

（1）運営費補助金（学校法人立）
　幼稚園教育本来の充実こそ、保護者が何よりも願っていることです。
　優れた教員の確保は、教育にとって何よりも重要なことですが、財政的な制約
があり、優秀な人材の確保は大きな課題であります。
　以上ご理解いただき、県単補助の増額も含め国に準じて増額を確保し、経常
費補助率が「私立学校振興助成法」に定められている補助金の上限である50％
に早急に達しますよう（現在、本県は38.5％）要望します。

（2）教材費等補助金（宗教法人立・個人立）
　１０２条園は、ここ１０年で３園が休廃園に追い込まれ、厳しい環境にあります。地域
の幼稚園教育の存続を図るため、現在の水準を確保するとともに学校法人立園運営
費補助金の１/２に達するよう、早急な補助金の増額を要望します。

（3）少子化対策保育料減免事業の創設
　少子・高齢化や人口減少時代の到来のなかで、平均で2.03人の子どもを持つ幼稚
園の保護者は、約7割が3人以上の子育てに意欲を持っています。そこで少子化対策
に大きな影響力を持つであろう教育費負担軽減のため、第３子以降（単独入園）の保
育料減免事業の創設を要望します。

（1）社会構造の変化とともに、幼児を取り巻く環境は急激に変化し、幼児の健全な成
長に大きな影響を与えています。こうした状況の中で幼児教育の重要性が科学的に
証明され、ＯＥＣＤ教育局からも幼児教育への投資の重要性が提言される等、幼児教
育の充実はいまや国の最重要課題となっています。とりわけ、本県の幼稚園教育は約
９８％（全国一位/私立幼稚園児の割合）を私立幼稚園が担っており、私立幼稚園の
教育内容の充実と経営基盤の確立、そして若年父母の経済的負担を軽減する子育
て支援策は、幼稚園教育の根幹をなすものであります。そこで、少子化対策推進の観
点から、第３子以降に対し、同時在園でなくとも補助対象となるよう、現行制度の拡充
を強く要望します。

（2）健全で心豊かな子どもの育成を推進するため、未就園児親子教室等の子育て支
援策を通し、より多くの幼稚園が地域の子育ての拠点として充実できるよう、さらなる財
政的援助を要望します。

（3）社会の変化に伴い、預かり保育は子どもの成長の場を確保する上で大変重要で
あります。幼稚園が行う多様なニーズに対応した預かり保育に関する一層の支援を要
望します。

（4）１０２条園（宗教法人立・個人立）の幼稚園子育てランド事業、わんぱく保育推進
事業については、今まで通り県単独補助金の継続を要望します。

（5）特別な支援を必要とする園児が増加しています。１名の在園から同額の助成を要
望します。

（6）安心・安全な施設整備の観点から、園舎の耐震診断、耐震補強、及び、福島原発
事故による放射線量除去にかかる費用の助成を要望します。

　26年度は、「新たな財政再建計画」の最初の年度にあたります。更に、27年度か
ら始まる新制度を踏まえて、その基礎となるであろう運営費補助金の充実、特に県
単補助の減額分を回復させることを強く要望してまいります。

　27年度からは、新制度が始まります。各園の対応
によって、三つの形態が幼稚園連合会に存在する
ことになり、予算要望もそれぞれに対応することに
なるでしょう。行政、議会への要望も多様化するこ
とが予想されます。会員の皆様のご協力をお願い
いたします。

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

振興委員長　宮入玄英

●26年度予算要望書について
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ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
保
育
に

生
か
せ
る
表
現
運
動
に
関
す
る
研
修
）

　

十
月
十
七
日
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
講

話
や
演
習
を
通
し
て
、
幼
児
期
運
動
指
針

や
幼
稚
園
教
育
要
領
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園

二
十
一
名
、
保
育
所
二
十
七
名
、
小
学
校

一
名
、
特
別
支
援
学
校
二
名
、
計
五
十
一

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

★
講
話
「
子
ど
も
の
遊
び
と
体
力
」

　

公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
科
学
研
究
室
の
森
丘
保
典
室
長
代
理
か

ら
、
幼
児
期
運
動
指
針
を
基
調
に
作
ら
れ

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
森

丘
先
生
は
、
元
気
な
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
保
育
に
お
け
る
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙

げ
て
い
ま
し
た
。

・
幼
児
期
に
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の

健
康
や
体
力
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

意
識
す
る
。

・
幼
児
が
「
お
も
し

ろ
い
」
と
感
じ
る

よ
う
な
活
動
を
提

案
し
、そ
れ
を「
続

け
た
い
」
と
い
う
欲
求
に
つ
な
げ
る
。

・
動
き
の
質
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
個
々

に
応
じ
た
援
助
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

・
幼
児
が
自
然
に
体
を
動
か
し
た
く
な
る

よ
う
な
「
場
・
し
か
け
づ
く
り
」
を
意

図
的
に
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
例
示
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
な
ぜ
幼
児
期
に
、

毎
日
、
六
十
分
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

な
の
か
理
解
で
き
た
。」「
た
だ
遊
ば
せ
る

だ
け
で
な
く
、専
門
的
な
視
点
を
も
っ
て
、

幼
児
の
動
き
を
分
析
す
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
っ
た
。」
な
ど
、
幼
児
期
に
体
を
動

か
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★
講
話

「
幼
稚
園
・
保
育
所
に
お
け
る
体
づ
く
り
」

　

幼
稚
園
教
育
要
領
や
保
育
所
保
育
指
針

で
は
、
幼
児
期
の
体
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か

を
確
認
し
、
実
際
の
保
育
に
取
り
入
れ
て

い
く
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、「
何
か
が
で
き
た
と
い
う

目
に
見
え
る
結
果
だ
け
を
重
視
す
る
の
で

は
な
く
、
過
程
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。」「
た
く
さ
ん
動
い
て
、

食
べ
て
、
寝
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で
き

る
よ
う
に
園
の
生
活
を
見
直
し
た
い
。」

な
ど
と
、
自
分
の
保
育
や
園
生
活
の
在
り

方
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
案
内

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
保
育
に
生
か
せ
る
要
録
の
作
成

と
活
用
）

　

二
月
七
日
（
金
）

　

講
話
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録

　
　
　
　

の
作
成
」

　

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　

神
長　

美
津
子

　

講
話
「
幼・保・小
連
携
に
生
か
せ
る

　
　
　
　

要
録
」

　

演
習
「
要
録
の
記
入
の
実
際
」

●
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

二
月
十
八
日
（
火
）

　

講
話
「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

　
　
　
　

幼
児
へ
の
対
応
の
在
り
方
」

　

聖
徳
大
学
児
童
学
科

教
授　

小
田　

豊　

先
生

★
お
申
込
み
は
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
演
習
「
幼
稚
園
・
保
育
所
で
で
き
る

　
　
　
　

運
動
遊
び
」

　

宇
都
宮
共
和
大
学
の
河
田
隆
教
授
を
講

師
に
迎
え
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
、
実

際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
幼
児
が
楽
し

め
る
運
動
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

縄
や
新
聞
紙
を
使
っ
た
多
様
な
遊
び
方

は
、
幼
児
が
楽
し
く
、
様
々
な
動
き
を
獲

得
す
る
た
め
の
し
か
け
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
す
心
地
よ
さ
を
味
わ
っ
た

り
、
他
の
受
講
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
身
近
な
も
の
で

も
、工
夫
し
だ
い
で
、

幼
児
の
多
様
な
動
き

を
引
き
出
せ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。」「
体

を
動
か
し
な
が
ら
、

自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
の
保
育
実
践
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

相
互
職
場
体
験
研
修
事
中
訪
問

　
　
　
　

〜
鬼
怒
川
台
幼
稚
園
に
て
〜

　

十
一
月
十
二
日
、
宇
都
宮
市
立
石
井
小

学
校
の
先
生
が
、
相
互
職
場
体
験
研
修
と

し
て
、
鬼
怒
川
台
幼
稚
園
で
、
保
育
の
実

践
を
行
い
ま
し
た
。
保
育
内
容
は
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
で
、
動
物
を
作

り
、
そ
れ
を
使
っ
て
遊
ぶ
と
い
う
も
の
で

し
た
。
幼
児
は
、
小
学
校
の
先
生
に
教
え

て
も
ら
え
る
と
い
う
期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
表
情
で
、活
動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

幼
稚
園
と
小
学
校
の

教
員
は
、
前
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

の
発
達
や
教
育
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
な
が
ら
、
一
緒

に
保
育
を
構
想
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
当

日
は
、
息
の
合
っ
た
援
助
が
、
絶
妙
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
に
生
か
し
て
、
さ

ら
に
充
実
し
た
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冊
子
と
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
、
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
で
貸
出
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の
変
更

交
付
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
補

助
金
、
教
材
費
等
補
助
金
と
も
に
一
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

前
述
の
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園

教
材
費
等
補
助
金
の
変
更
交
付
申
請
に
関
し
、

一
月
初
旬
に
、
一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る

在
園
児
数
調
査
を
行
い
ま
す
。

回
答
期
限　

一
月
八
日
（
水
）

  

回
答
か
ら
交
付
ま
で
短
時
間
で
の
作
業
と
な
り

ま
す
の
で
、
提
出
期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る
幼
稚

園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人
数
や

活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書
提
出
時
に

添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
実
施
園
に
お

い
て
は
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

感
染
症
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚

園
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
特
に
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

集
団
発
生
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
す
の
で
、

適
切
な
対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
保
健
安
全
法
で
は
、
感
染
症
に
か
か
っ

て
い
る
も
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
又
は
か

か
る
お
そ
れ
が
あ
る
児
童
生
徒
等
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
児
童
生
徒
等
に
対
し
、
出
席
を
停
止

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
感
染
症
の
予
防

上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
学
校
の
全
部

又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
席
停
止
の
措
置
を
講
じ
る
に
は
、
園
医
そ

の
他
の
医
師
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
園
長
が
期

間
を
定
め
、
当
該
園
児
の
保
護
者
に
出
席
停
止

を
指
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

臨
時
休
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
欠
席
率
や

羅
患
者
数
、地
域
で
の
流
行
状
況
を
考
慮
の
上
、

学
校
設
置
者
が
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
感
染
症
の
発
生
に
伴
う
学
級
閉
鎖
や

休
園
を
行
っ
た
場
合
は
、
宇
都
宮
市
保
健
所
又

は
、
所
轄
の
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

編集後記
　
「
今
で
し
ょ
！
」「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」

「
倍
返
し
」「
お
・
も
・
て
・
な
・

し
」
今
年
の
流
行
語
大
賞
は
、
過
去

最
多
の
四
語
が
選
ば
れ
た
。
流
行
語

は
、
世
相
を
反
映
す
る
一
つ
の
指
標

と
も
い
う
が
、
今
年
は
言
葉
が
豊
富

で
あ
り
、
景
気
が
上
向
い
て
い
る
時

は
、
世
に
出
回
る
言
葉
の
数
も
増
え

る
傾
向
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
の
因
果

関
係
は
何
と
も
言
え
な
い
が
、
本
当
に
景

気
回
復
し
て
い
る
の
な
ら
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
。

　

今
、
幼
稚
園
は
大
き
な
変
換
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
七
年
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
現
在
多
く

の
審
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
急
ピ
ッ
チ
で

国
の
制
度
設
定
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
年
内
に
は
、
公
定
価
格
と
一
部
の
事

項
を
除
く
大
ま
か
な
骨
子
が
出
来
上
が

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
県
が
認
可
基
準
を
決

定
す
る
。
条
例
制
定
後
、
新
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
申
請
の
受
付
を
行
う
と

い
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
来
年
の
園
児

募
集
前
に
は
進
む
べ
き
道
を
選
択
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
慌
た
だ
し

い
日
程
で
進
み
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
部

分
も
多
い
新
制
度
で
あ
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
り
、
各

園
が
希
望
す
る
道
を
進
め
る
事
を
祈
念
す

る
。

　

幼
稚
園
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
幼
児
教

育
の
根
幹
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
無
力
な

私
で
は
あ
る
が
連
合
会
の
一
員
と
し
て
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
香
川　

玲
子
）

訃
　
報謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
光
市　

今
市
中
央
幼
稚
園

　  

前
理
事
長
・
前
園
長　

大
島
　
稔
　
先
生

　
　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
三
日　

逝
去

●
壬
生
町　

や
す
づ
か
幼
稚
園

　  

前
理
事
長
・
前
園
長　

大
久
保 

重
義
先
生

　
　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日　

逝
去

平
成
二
十
六
年

　
　
一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
計
画

●
日
光
市　

清
滝
幼
稚
園

　
　

創
立
百
周
年
記
念
式
典

　
　
　

十
一
月
十
五
日

●
佐
野
市　

佐
野
み
の
り
幼
稚
園

　
　

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　

十
一
月
三
十
日

慶
　
事

１
月
６
日　

※
１０
年
経
験
者
研
修

１
月
23
〜
２４
日　
全
日
私
幼
連 

全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議

１
月
24
日   

設
置
者・園
長
研
修
会

２
月
７
日　

※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
１８
日　

※
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

   

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

４
月
２
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
16
日　

栃
幼
連 

通
常
総
会

６
月
26
日　

栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連　

総
会

７
月
６
日　

就
職
説
明
会

８
月
18
日
〜
19
日　

全
日
私
幼
関
東
地
区
教
研
大
会（
栃
木
）

平
成
二
十
六
年
度
　
主
な
事
業
計
画

県
文
書
学
事
課

幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚

園
教
材
費
等
補
助
金
変
更
交
付
申

請
書
の
提
出
に
つ
い
て

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
お
け
る

実
施
記
録
に
つ
い
て

冬
季
に
お
け
る
園
児
の
健
康
管
理

に
つ
い
て

「
一
月
の
始
業
日
現
在
幼
稚
園
園

児
数
調
べ
」
の
実
施
に
つ
い
て


